
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

素直な気持ちを持ち続けよう！ 

松永 裕幸 
教師をしていると生徒に指導をすることが多くあります。子供たちの反応は様々ですが、将来、自分の可能性を精一

杯伸ばして、望みをかなえる生徒の特長が、長年教師をしていると見えてきます。そのような生徒は、周りのせいにせ
ず、注意をされている先生の目をしっかり見て、話を最後まで聞きます。そして、話が終わると「私が悪かったです。
これから気をつけます」と言って、素直に自分の悪いところを詫びていました。その素直な姿に、私は感心するととも
に、きっとこれからも、素直な気持ちで、色々なことを吸収していくのだろうなと感じるものでした。私は素直な心を
持つことの大切さを、このような生徒たちから学ばされました。素直な心を持っていれば、他の人から注意されたり、
助言されたりしても、それを十分受け入れるだけの心が備わってくると思います。 
禅宗のお寺では、修行者が座禅を組んで悟りの道を求めています。その修行者の姿勢がくずれたり、眠気をもよおし

たりすると「巡警」という役目のお坊さんがやってきます。そして、そのお坊さんが肩にピシリと警策（肩を打つ細長
い板状のもの）をあてます。このような場面を、テレビや映画で見たことがあると思います。この警策を受けた修行者
は「ありがとうございました」と言って合掌します。このような謙虚な心がけが大切だと思います。 
 松下電器という有名な家電の会社があります。この会社の創始者に松下幸之助さんという人がいました。今はもう亡
くなっていません。その松下幸之助さんに「人間が成功するために、一番大事なことは何ですか」という質問をしまし
た。すると、松下幸之助さんは、「いくつになっても、素直な心を失わないことですね」と答えたそうです。松下幸之
助さんが言われたように、他の人から好感を持たれたり、成績が伸びたり、社会に出て成功したりしている人は、素直
な心を持っている人が多いように思います。素直な心を持っている人は、心が大きく開かれているようです。したがっ
て、受け入れる気持ちも大きいのではないでしょうか。ですから、人の考えも吸収もされやすいと思います。「1分間
でやる気が出る 146のヒント」というベストセラ－の著者のドン・エシッグという人は、「人生を変えるには、心の持
ち方を変えることだ」と言っています。皆さん、今日からでも遅くはありません。素直な心を持つように、自分の心の
持ち方を変える努力をしてみませんか。 
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家庭学習 マイゴールチャレンジ MGC 
 １１月１７日(月)～１２月１３日(土)の約３週間、マイゴールチャレンジＭＧＣが実施されます。マイゴールチャレ

ンジとは、生徒が主体的に家庭学習に取り組むために、学校が全ての生徒に一律の課題を課す家庭学習のみではなく、

生徒が自分で目標や内容、進め方等を決めて、その達成に向けて取り組む家庭学習を進めることを目的として実施され

ます。期間中は生徒自身が今の自分に必要な勉強方法を自分で考えることになります。１２月２日・３日は後期中間テ

ストが行われますので、この期間にテスト勉強の充実を図る生徒も多くいるようです。 

 中学校では毎日、宅習１ページ(B5 ノート)、英宅１ページ、漢字帳１ページという宿題が課せられていたのですが、

ＭＧＣの期間はこれらの課題が義務化されません。自分で考えて自分に必要なものを自分に合った方法を探りながら学

習に取り組んでいきます。生徒の中には課題を義務化した方がやりやすいという声も聞かれていますが、自分のゴール

を自分で考え、達成のために何が必要か考えて実行するという力を伸ばすための機会にしてもらいたいです。 

３年生 合格祈願 
 １１月１日(土)に３年生の恒例ＰＴＡ行事、日光神社の合格
祈願参りが行われました。天気にも恵まれ、３年生の希望者が
参加しました。１月から受験本番 
を迎える３年生ですが、今からラ 

ストスパートへ向けての日々が始 
まります。参加者には日光神社の 
お守りが渡されて、受験勉強の支 
えになることでしょう。保護者の 
方々も多数参加していただきまし 
た。ありがとうございました。 

雑巾をいただきました 
 １１月６日(木)に公益社団法人曽於法人会女性部
会の方々より雑巾をいただきました。本校は毎回１５
分間の無言清掃活動で廊下や教室をきれいに雑巾で 

拭き上げます。手作りの雑 

巾はとても拭き心地がよ 
く、床もきれいに仕上がり 
ます。自分たちの勉強の場、 
友達と切磋琢磨しながら仲 
良く過ごす場を大切にして 
いきます。 

芙蓉部隊慰霊祭への参加 
 １１月１１日(火)大隅農産加工センターにて、海軍芙蓉部隊

戦没者慰霊祭が開かれました。本校の２年生石神杏珠さんが平

和のメッセージを朗読しました。修学旅行にて長崎へ向かう２

年生はこれまで平和学習を進めてきました。そこで感じた戦争

の恐ろしさと、現代でも脅かされ 

ている平和について考えてきまし 

た。石神さんは、自分たちにでき 

ることは「他人の靴を履いてみる」 

という気持ちを忘れずに、人の痛み 

を感じとれる人でありたいと決意 

を述べました。 

地域のイベントへの参加 
 １１月は財部地域や曽於市でのイベントに財部中生

徒が数多く参加しました。曽於市民祭、財部校区生涯

学習大会、財部南生涯学習大会、北俣社協ふれあい交

流会等での吹奏楽部の演奏やボランティアグループス

パシーバによる活動などにより、地域の方々と交流す

ることができました。「地域のために何か力になりた

い」という 

モットーを 

これからも 

大切に活動 

します。 


